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1. アースウォッチ・ジャパンからのメッセージ 

ボランティアのみなさま 

このたびは、アースウォッチ・ジャパンが主催する国内調査プログラムへお申込みいただき、ありが

とうございます。 

世界各地の海で、熱帯雨林で、草原で、数多くの研究者が長く、そして地道な調査に取り組んでいま

す。アースウォッチは、このようなフィールドと一般市民をつなぐことによって、自然環境やそこに

生息する生物の変化に対する認識や理解を深め、持続可能な環境を維持するための行動に結びつける

ために生まれました。 

このタナゴの生態調査～外来種の影響を探る～は、存続が危ぶまれているタナゴの生態調査を通じて、

参加した方が日本の在来種と外来種の関係やため池などの里山保全について考えていただくプログラ

ムです。 

短い期間ではありますが、このプログラムを通して、生きものの種に関わる問題や自然と人との関わ

りについて実地で学び、そこで得た体験を多くの方と共有していただければ幸いです。 

認定特定非営利活動法人アースウォッチ・ジャパン 

 

 

2. 主任研究者からのメッセージ 

日本の里山景観は稲作文化と共に発展してきました。しかし、近代の農

業形態や農山村に暮らす人々の生活スタイルの変化は、里山の環境を大

きく変化させ、そこに生息する生物にも影響をもたらしています。 

東北地方は近代以降も比較的豊かな自然環境と生物多様性が維持され

てきましたが、やはり里山の環境は少しずつ変わりつつあります。特に、

圃場整備による農地周辺の環境改変や外来種の侵入など、比較的近年に

なって発生した問題は、里山の生物相とその生息環境に多くの影響をも

たらしてきました。 

私たちは岩手県奥州市の水田水域において 2006年より研究をつづけて

います。 

今回のプロジェクトは、当地域において問題となっている絶滅危惧種の

タナゴ類のモニタリング調査と外来種防除を行います。里山の水辺環境

が置かれている現状を実際に体験していただき、豊かな里山の自然環境を将来に残すためには「何を、

どのように伝え、行動する」ことが必要かを、参加者の皆様に考えていただくきっかけになればと思

います。 

 

埼玉県環境科学国際センター 研究員 博士( 農学)  

角田 裕志 
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3. 集合・解散時刻及び場所、交通案内 

集合：9月 10日（土）11時 00分 東北本線 水沢駅改札口にて集合（調査用の服装で集合） 

※調査用の服装で集合してください。そのまま調査に向かいます。 

※集合時の連絡用に、携帯電話番号は必ず事務局までご連絡ください。 

※参加者には、当日の緊急連絡先を記入した調査プログラム解説書を別途お送り致します。 

集合場所までのアクセス（参考） 

東京駅からの場合 

東京駅（7：56発） ― 一ノ関（10：08 着） JR新幹線はやぶさ 101号（盛岡行） 

一ノ関（10：21 発） ― 水  沢（10：44 着） JR東北本線（盛岡行） 

※上記の交通機関および発着時間については、各自が確認して下さい。 

解散：9月 11日（日）東北本線 水沢駅 13 時頃 

※解散時刻は調査の進捗により、変更になることがあります。予約される場合は、遅めの電車の方が

安全です。 

 

 

4. 宿泊、食事 

宿泊施設： 

施設名 焼石クアパーク ひめかゆ ハーブの家（コテージ） 

住所 〒023- 0403 岩手県奥州市胆沢区若柳字天沢 52番地 7  

TEL ：0197- 49- 2006    FAX ：0197- 49- 2007 

 http://www.himekayu.com/  

Ħ 宿舎：「ひめかゆ」本館に男女に分かれての相部屋となります。予めご了承ください。入浴は、本

館内の温泉が利用できます。 

Ħ 食事：朝食や夕食は、ホテルでとります。 

Ħ 初日の昼食は、各自持参したお弁当を外で食べる予定です。 

食事と現地で発生する費用：食事は全て研究分担金に含まれます。ただし飲み物は各自でお願いします。 

トイレ：調査開始前、終了時に送り迎えをします。また、調査中にも必要であれば適宜スタッフがお連れ

しますので、給水量を控えることはしないでください。 
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5. 持参装備品 

 以下に典型的な持ち物をご紹介します。各自の必要にあわせて持参して下さい。 

初日のお弁当を忘れずにお持ちください。 

 長袖・長ズボン・帽子・軍手  長靴 

 雨具( カッパの上下)   初日のお弁当（忘れずに） 

 防寒具  
バスタオル・タオル（汗拭き用 2 枚以

上） 

 
洗面用具（歯ブラシ、歯磨き粉等）・衛

生用品（カミソリ等） 
 水筒・飲みもの 

 パジャマ  日焼け止め 

 着替え一式  携帯電話・充電器 

 医薬品（虫除け・虫刺され・胃腸薬など）  救急法の基礎知識（事前配布） 

 本プログラム解説書と筆記用具  健康保険証 

【宿泊施設の客室備え付け（参考）】 

ボディソープ、シャンプー、ドライアー（タオルはありません） 

必須でないがあると便利なもの 

 ゴム手袋（軍手の上につけると濡れずに便利です。） 

 
ウェットティッシュ（屋外では、手を洗

う場所が近くにないため） 
 

サングラス（水面が反射し眩しいこと

があるため） 

 フィールド用リュック  
耳栓（相部屋のため、寝息が気になる

方） 

◇持ち物に関する説明  

・ 長靴は、基本的には膝下くらいの丈、あるいは膝以上の長いもの（あれば股下あたりのもの）をお持

ちください。靴下は、くるぶしまでかかるものがお勧めです。短いソックスは、フィールドには適し

ません。 

・ 天候や調査場所の状態によって、泥の深いところを通ったり作業したりする場合があります。足首ま

でのショート丈や運動靴ですと靴に泥や泥水が入りますので、ご注意ください。（泥になっても構わ

ない靴やジャージなどの恰好であれば、長靴でなくても構いません） 

・ 長袖・長ズボン：汚れても水に濡れてもよいものをお持ちください。 

・ 雨具：野外調査は少雨であれば実施しますので、上下が分かれたしっかりした雨具をお持ち下さい。 

・ 軍手：長袖・長ズボン同様、手を切り傷などから守る意味があり、作業に必要です。木の枝や漂流物

など障害物もあります。ゴム手袋と併用すると便利です。 

・ 着替え一式：水に濡れた時に備えて調査用とは別に上下一式はお持ちください。また、朝晩は東京に

比べると涼しく肌寒いため、薄手のフリースなどの上着をお持ちください。雨具と上着を兼ねて透湿

素材のレインコートをご準備いただいても便利です。 

・ タオル：水辺での作業のため、タオルは 2 枚以上ご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参考（タナゴ調査に参加した方の持ち物へのコメントです。） 

・ ため池なので、水に注意ということでしょうか？天気が良いと 9 月末でも日差しは、強いです。 

・ 夜はとても冷えるので、フリースやジャンパーなどがあるとよい。 

・ 前にクマが出たことがあるそうなので、懐中電灯は個人で準備し、夜に出歩く時は注意したほ

うがよい。 
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6. スケジュール 

※参加者には、当日のスケジュールを記入した調査プログラム解説書を別途お送り致します。 

当日の天候などによって変更になることがあります、あらかじめご了承下さい。また、調査時間はお

およその予定です。調査時間はコンディションを見ながら調整されます。 

□１日目 

11：00 東北本線水沢駅 集合・移動 

12：00 宿泊施設の近くでお弁当（各自持参）・調査準備（着替えなど） 

13：00 作業説明・野外調査開始 

16：30 野外調査終了・片づけ・移動 

17：00 レクチャー 

18：00 宿泊施設にチェックイン 

18：30 夕食 

20：00 自由（入浴など） 

22：00 就寝 

□ 2日目 

07：00 朝食 

08：00 チェックアウト・移動 

09：00 調査開始 

11：00 調査のまとめ・片づけ・入浴 

12：00 移動 

13：00 水沢駅にて解散 

 上記は参考です。予定の変更には臨機応変に対応してください。 

 

 

7. 調査地について 

調査地は日本最大級の胆沢扇状地（面積約 2 万 ha）の南部に位置し、西側にはブナの原生林が広がる

焼石連峰を望むことができる美しい田園風景が広がっています。 

焼石連峰は北上川支流胆沢川の源流域に位置し、ツキノワグマやニホンカモシカが生息し、希少な高

山植物やお花畑が広がる豊な生物多様性を有する地域で、栗駒国定公園の一部であり、登山客にも人気

があります。 

麓の田園地帯は圃場整備の際に、地域の自然環境や生物多様性の保全に配慮し、保全区間の設置や近

自然河川工法の導入を行った環境配慮型農地整備の先進地域です。また、広大な耕地の中に民家が点在

する「散居」と呼ばれる特徴的な農村集落景観を見ることができます。調査地の近隣には世界遺産に登

録された平泉をはじめ、歴史的・文化的遺産も数多く存在しています。 

本プロジェクトで利用する施設をはじめ、近隣には温泉を備えた宿泊施設が多いため、観光地として

も魅力的な場所です。 
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8. 調査の目的・意義 

ため池は里山を構成する代表的な水域生態系ですが、近代的な圃場整備や農薬の使用、維持管理の放

棄、外来種の侵入などの原因によって、ため池における生物多様性の低下が懸念されています。 

2007 年の環境省レッドリストの改訂では、水田水域に生息する淡水魚類について掲載種の増加や絶

滅危惧ランクが引き上げられた種の増加が報告されています。特に、コイ目コイ科のタナゴ亜科魚類は、

日本に生息する在来種 16 種・亜種中 13 種・亜種がレッドリスト掲載種であり、各種の保全が喫緊の課

題とされています。 

本調査では、岩手県奥州市のため池に生息するタナゴ（環境省レッドリスト絶滅危惧 II 類）の地域絶

滅の回避を目的として、生息地回復のためのタナゴの生息現況調査や競合が懸念される外来種タイリク

バラタナゴの捕獲調査を実施します。 

ため池や周辺水域においてタナゴの生息現況をモニタリング調査すると共に、タナゴ生息地に侵入した

タイリクバラタナゴの生息状況や生息空間を把握して、より効果的・効率的な防除を計画するための基礎

資料とします。また、当地域に生息するもう 1 種の絶滅危惧タナゴ類のアカヒレタビラ（絶滅危惧 II 類）

についても生息状況のモニタリング調査を行う予定です。 

 

9. ボランティアの作業 

絶滅危惧種の生息現況調査や外来魚の生態研究と防除を兼ねた捕獲調査を行います。なお、ため池に流

れ込む水の量が極端に多い場合などには、危険回避のため調査を行わない場合があります。現地で研究

者の指示に従ってください。 

１．魚類および二枚貝のモニタリング調査 

２．周辺水域におけるタナゴ類の生息確認調査 

３．定点採捕調査による外来魚防除 

４．水質・水深調査 

調査終了後は、研究者から以下のレクチャーを受けることで、絶滅危惧種のタナゴの生態や、ため池等

の里山環境の現状と課題について学びます。 

【レクチャー内容】 

・ 二枚貝に産卵するという特殊な生態を持つタナゴの生態や、タナゴと他の魚類や周辺環境との関係 

・ 農業水域における淡水魚類の現状と保全 

・ 外来種（特に外来魚）の分布拡大とその社会的な背景、在来生態系に与える生態的影響の実例 

※調査の方法については事前にガイダンスを行います。ボランティアは、調査に関する知識や特別な技能

はいりません。どなたでもご気軽にご参加できます。 
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10. 研究成果の応用 

研究の成果は、科学論文として生態学関係の国際誌に発表するとともに、日本語での解説記事や書籍

の執筆、学会での発表やシンポジウム、ニュースレター、ウェブを通して地域や一般の人と情報を共

有していきます。 

また、地域の行政機関の関係部局（農政部局、土地改良区等）に研究成果や活動に関する情報提供し、

地域の広報誌などを通じて地元住民への普及啓発を行っていきます。このことにより、生物多様性や

生態系の保全に対する地域住民や関係機関の意識を向上させるきっかけとなることを期待しています。 

 

 

11. 安全確保の為の予定変更について 

◇やむを得ない事情による調査中止の場合など、実施に関する注意事項◇ 

調査は基本的に雨天でも行われます。しかし、台風や雷、集中豪雨など、調査地に入ることがボランティ

アにとって危険と研究者が判断した場合には、調査チームの安全確保のためやむを得ず野外調査を中止す

ることがあります。その場合は、研究者の指示に従ってください。皆様のご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。 

・事前に予想される場合：調査開始以前に発生した台風や強雨の影響で調査が困難になると研究者が事前

に判断できた場合は、調査開始 1 週間前までに中止や予定の変更を事務局からご連絡いたします。 

・直前の予期せぬ天候の変化などの場合：台風の進路の急変など、予期せぬ気象条件により、調査実施が

難しいと研究者が判断した場合は、調査 3 日前までに事務局からご連絡いたします。 

・調査期間中の天候の急変について：そのほか天候の急変など、アースウォッチの管理できない事由によ

り調査の安全確保が困難になると研究者が判断した場合、調査を早めに切り上げ、データ整理などの他の

作業に切り替えることがありますので、研究者の指示に従ってください。 

※上記のような予期せぬ状況により調査が全く実施 できなかった場合は、若干の事務手続き費用    

（ボランティア保険等）を除いた研究分担金の残額をお返しいたします。 

（そのほか、詳細は免責承諾書の記載事項もご参照ください。） 

 

 

12. 医療機関 

調査地から自動車で約 30分のところに医療機関（奥州市まごころ病院）があります。 

救急箱は用意致しますが、ご自分の必要な常備薬はご用意をお願いします。 

配布資料「救急法の基礎知識」に事前に目を通し、当日も持参してください。 

              

国民健康保険 

まごころ病院 

岩手県奥州市胆沢区南都田字

大持 40 

0197- 46- 2121  

救急箱は用意致しますが、ご自分の必要な常備薬はご用意をお願いします。 
 

 

13. 調査中の危険や留意点について 

ため池の堰堤は非常に急勾配です。池内は起伏や急深、石や枯れ枝があり、泥に足を取られる場合も

あるため、注意が必要です。また、ため池の周辺では、曇天・雨天時にブユや蚊が発生することが多く、

虫よけスプレーと医薬品の虫さされ薬などがあれば便利です。 

主催者側では市販薬を用意しますが、薬のアレルギー等をお持ちの方は自身の体質にあった薬品を各

自ご用意ください。 

晴天の日は、日よけのついた帽子や日焼け止め剤、汗ふきのためのタオルが必要です。特にタオル

は、水辺での作業のため、2 枚以上ご用意いただくほうが良いかもしれません。 

 

 

14. 傷害保険 

アースウォッチのボランティア活動中に万一発生する傷害（病気は対象となりません）に対して保険が

参加者全員に手配されています。補償（天災Ａプラン）の詳細については、下記をご覧ください。             
http://www.tokyo-fk.com/document/V1-hokennaiyou.pdf 

http://www.tokyo-fk.com/document/V1-hokennaiyou.pdf
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15. 研究者の紹介 

角田裕志：埼玉県環境科学国際センター研究員 博士(農学) 

淡水域・陸域に生息する野生生物の保全や管理に関する研究に従事。特に、生物多様性や生物群集に

広く影響を与える頂点捕食者の保全管理が主なテーマ。 

2006年から 9 年間、当地域で外来魚やタナゴ類を含む在来魚調査を継続中。専門分野は保全生態学、

野生生物管理 

 

◇ 共同研究者 

満尾世志人：新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター 准教授・博士（農学） 

専門分野は水域生態学、群集生態学 

 

大平 充 ：東京農工大学大学院農学府産官学連携研究員・博士（農学） 

専門分野は水域生態学、群集生態学 

 
 

◇調査の体制◇ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

16. 参考書籍、文献、用語の説明など 

「シリーズ日本の希少魚類の現状と課題 タナゴ亜科魚類 現状と保全」北村淳一（2008） 

魚類学雑誌 55(2) ：139- 144． （日本魚類学会 HPより PDF版をダウンロード可能） 

「ぎふの淡水生物を守る 改訂増補版」楠田哲士（編）（2014）岐阜大学応用生物科学部動物繁殖学研

究室  

（主任研究者らの書いたため池に関する記事が掲載されています。岐阜大学・動物繁殖学研究室 HPよ

り PDFファイル版をダウンロード可能） 

「ため池における魚類およびエビ類の植生帯および水深方向の空間利用」角田裕志ほか（2012）農業農

村工学会論文集 80(4) ：327- 332． （当日配布予定） 

現地調査 

主任研究者：角田 裕志 

協働研究者：満尾・大平 

調査統括・企画・現地運営 

埼玉県環境科学国際センター研究員 

角田 裕志 

企画調整・広報・ 

ボランティア各種手続き 

NPO法人アースウォッチジャパン 

調査補助 

ボランティア 
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17. ご協力のお願い 

À アンケートにご協力ください 

本調査参加後、アンケートをお送りしますので、ご意見、ご感想を事務局にお寄せください。今後の調査

運営の向上に役立てさせていただきます。 

À お写真をお寄せください 

みなさんがボランティア活動中に撮影した写真を、体験したコメントとともにご提供ください。いただい

たお写真は、アースウォッチの広報に役立てさせていただきます。 

 

 

18. 情報の取り扱いについて 

・ この調査プログラムから得られる経験や知識、写真、動画などは、参加者の家族や友人、ローカルメデ

ィア、フォーラム等で共有することはできます。（もちろん肖像権などには十分なご配慮をお願いします） 

・ しかし、調査の間に収集・共有された全ての情報、特に科学的データやレクチャー時に研究者が使用し

たスライドなどは、研究者の知的財産となることをご理解ください。 

・ 論文への使用や自らの利益、第三者の学問やビジネスへの使用のために、主任研究者の許可なしに、こ

れらの情報を盗用・公開することを禁止します。 

特に調査現地の人たちに取材したデータや、フィールドで収集した科学的なデータは、主任研究者の知

的財産となることを理解し、その扱いには厳重に注意をしてください。 

・ 主任研究者は、科学的なデータや特定の研究に関連した情報を共有することに対して制限を加える権利

を持っています。もし参加者が学術上有益なデータやその関連情報を使用・公開する場合は、必ず書面

で許可を得るか、アースウォッチを通して主任研究者に確認してください。 

・ 希少生物の捕獲を防止するために、撮影した写真を公開する場合には GPSによる位置情報を削除するほ

か、撮影場所が分かるような情報は公開しないなどのご配慮をお願いします。 

・ アースウォッチは、調査プログラムに関連して撮影した写真及び提供いただいた写真の利用についての

権限を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この調査は、松下幸之助記念財団のご支援を受けて実施されています。 

 

 

2016/06/ 27 更新 

※これは、調査プログラム解説書のweb版です。 

参加者には、緊急連絡先や調査スケジュールの詳細が記載された解説書を別途送付致します。         

アースウォッチ・ジャパン事務局 

アースウォッチ・ジャパンが主催する国内調査すべて

が、「国連生物多様性の 10 年日本委員会（UNDB- J）」が推

奨する事業として認定を受けています。 
 


